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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年4月20日(2017.4.20)

【公開番号】特開2015-184192(P2015-184192A)
【公開日】平成27年10月22日(2015.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-065
【出願番号】特願2014-62290(P2014-62290)
【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｒ  20/02     (2013.01)
   Ｇ０４Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０４Ｒ  20/00     (2013.01)
   Ｇ０４Ｇ   5/00     (2013.01)
   Ｇ０４Ｃ  10/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｒ   20/02     　　　　
   Ｇ０４Ｃ    3/00     　　　Ｂ
   Ｇ０４Ｃ    9/02     　　　Ａ
   Ｇ０４Ｇ    5/00     　　　Ｊ
   Ｇ０４Ｃ   10/04     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月14日(2017.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、
　衛星信号を受信する受信機能に関する表示を行う受信状態表示領域と、
　前記計測時間表示領域および前記受信状態表示領域を指示する１つの指針と、を有し、
　前記計測時間表示領域には、前記時間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が
設けられ、
　前記受信状態表示領域には、前記衛星信号の受信状態を示す目盛が設けられ、
　前記１つの指針は、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目
盛を指示し、前記受信機能が実行されている際に前記受信状態表示領域の目盛を指示する
　ことを特徴とする時計。
【請求項２】
　時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、
　電源電圧検出機能に関する表示を行う電圧状態表示領域と、
　前記計測時間表示領域および前記電圧状態表示領域を指示する１つの指針と、を有し、
　前記計測時間表示領域には、前記時間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が
設けられ、
　前記電圧状態表示領域には、前記電源電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を
示す目盛が設けられ、
　前記１つの指針は、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目
盛を指示し、前記電源電圧検出機能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を
指示する
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　ことを特徴とする時計。
【請求項３】
　時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、
　衛星信号を受信する受信機能に関する表示を行う受信状態表示領域と、
　電源電圧検出機能に関する表示を行う電圧状態表示領域と、
　前記計測時間表示領域、前記受信状態表示領域、および前記電圧状態表示領域を指示す
る１つの指針と、を有し、
　前記計測時間表示領域には、前記時間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が
設けられ、
　前記受信状態表示領域には、前記衛星信号の受信状態を示す目盛が設けられ、
　前記電圧状態表示領域には、前記電源電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を
示す目盛が設けられ、
　前記１つの指針は、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目
盛を指示し、前記受信機能が実行されている際に前記受信状態表示領域の目盛を指示し、
前記電源電圧検出機能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を指示する
　ことを特徴とする時計。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の時計において、
　円環状の表示領域を有し、
　前記計測時間表示領域は、平面視で前記円環状の表示領域の右半分の領域に配置され、
　前記計測時間表示領域以外の表示領域は、平面視で前記円環状の表示領域の左半分の領
域に配置される
　ことを特徴とする時計。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の時計は、時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、電源電圧検出
機能に関する表示を行う電圧状態表示領域と、前記計測時間表示領域および前記電圧状態
表示領域を指示する１つの指針と、を有し、前記計測時間表示領域には、前記時間計測機
能により計測される計測時間を示す目盛が設けられ、前記電圧状態表示領域には、前記電
源電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を示す目盛が設けられ、前記１つの指針
は、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目盛を指示し、前記
電源電圧検出機能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を指示することを特
徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の時計は、時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、衛星信号を受
信する受信機能に関する表示を行う受信状態表示領域と、電源電圧検出機能に関する表示
を行う電圧状態表示領域と、前記計測時間表示領域、前記受信状態表示領域、および前記
電圧状態表示領域を指示する１つの指針と、を有し、前記計測時間表示領域には、前記時
間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が設けられ、前記受信状態表示領域には
、前記衛星信号の受信状態を示す目盛が設けられ、前記電圧状態表示領域には、前記電源
電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を示す目盛が設けられ、前記１つの指針は
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、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目盛を指示し、前記受
信機能が実行されている際に前記受信状態表示領域の目盛を指示し、前記電源電圧検出機
能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を指示することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　また、これに加えて、夏時間表示領域９３Ｄが設けられているので、夏時間表示領域９
３Ｄの「ＯＮ，ＯＦＦ」のいずれかの記号が１つの指針９１が指示されることにより、Ｄ
ＳＴがＯＮ状態にあるのか否かを認識することができる。
　さらに、各表示領域９３Ａ～９３Ｄが第３小窓９０の目盛表示部９３に設けられている
ことから、駆動機構１４０を駆動させることにより１つの指針９１を駆動させ、当該指針
９１により全ての表示領域９３Ａ～９３Ｄを指示できるので、例えば、２つの指針で上記
内容を表示する場合に比べて、消費電力を低減できる。
　したがって、ユーザーは、１つの指針９１が各表示領域９１Ａ～９４Ｄのうちいずれの
領域を指示しているかによって、現在実行されている機能を認識でき、さらに、その指針
９１の指示している目盛を見ることで、さらに詳しい各機能を実行している状態を認識で
きる。これにより、ユーザーは、多機能の電子時計１０を操作性よく扱うことができ、ユ
ーザビリティを向上できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　前記実施形態の電子時計１０では、第３小窓９０の目盛表示部９３の左半分には、受信
状態（受信モード）を表示する受信状態表示領域９３Ｂと、電圧状態（電池残量）を表示
する電圧状態表示領域９３Ｃと、ＤＳＴの設定を表示する夏時間表示領域９３Ｄとの３つ
の表示領域を設定していたが、図１０（Ａ）に示すように、二次電池１３０の電圧状態を
表示する電圧状態表示領域９３Ｃのみを設定してもよい。この図１０（Ａ）では、目盛表
示部９３の０時と６時を結んだ仮想線を基準とした左半分の領域である電圧状態表示領域
９３Ｃに電圧状態を示す「Ｆ」、「Ｍ」、「Ｅ」が表示される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　さらに、図１２（Ａ）～（Ｃ）に示すように、目盛表示部９３の左半分の領域に、受信
状態表示領域９３Ｂおよび電圧状態表示領域９３Ｃの２つの表示領域を設定してもよい。
前記実施形態と同じく、受信状態表示領域９３Ｂは受信モード（ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩ
Ｘ）を表示し、電圧状態表示領域９３Ｃは電池残量（Ｅ，Ｍ，Ｆ）を表示する。なお、図
１２（Ａ）～（Ｃ）は、表示の並び順が異なるものであり、図１２（Ａ）は、目盛表示部
９３の左半分の領域の下側から時計回りに、「Ｅ、Ｍ、Ｆ、ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩＸ」
と並べたものであり、図１２（Ｂ）は、目盛表示部９３の左半分の領域の下側から時計回
りに、「ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩＸ、Ｅ、Ｍ、Ｆ」と並べたものである。また、図１２（
Ｃ）は、目盛表示部９３の左半分の領域の下側から時計回りに、「ＦＩＸ、ＴＩＭＥ、Ｏ
ＦＦ／Ｅ、Ｍ、Ｆ」と並べたものである。「ＯＦＦ」は受信禁止モードを意味し、「Ｅ」
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は電池残量が低いため受信処理を禁止する制御モードとなること意味し、どちらも受信処
理を開始できない点で同じであるため、図１２（Ｃ）では同じ位置に表示した。
　これらの変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は電圧状態表示領域９３Ｃの電池残
量を指示する。第２操作部１５７ＢのＢボタン６２が押下されると、第２機能部３０１に
よって衛星信号の受信処理が行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」のいずれかを
指示する。第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押下されると、前記実施形態と同じくク
ロノグラフ機能に切り替わり、指針９１は１２時側の「０」を指示する。
　これらの表示例によれば、上記実施形態に比べて、ＤＳＴの設定表示、すなわち、目盛
表示部９３に夏時間表示領域９３Ｄが設けられていないため、指針９１の指示を確認しや
すく、ユーザビリティを向上できる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　上記実施形態において、第２操作部１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタン６２と、第
１操作部１５７ＡのＣボタン６３およびＤボタン６４とが外装ケース３０の左右逆側に設
けられることとしてもよい。この場合、目盛表示部９３の計測時間表示領域９３Ａは、１
２時と６時を結んだ仮想線を基準として左側に設けられ、受信状態表示領域９３Ｂは、上
記仮想線を基準として右側に設けることとすればよい。すなわち、目盛表示部９３の計測
時間表示領域９３Ａと第１操作部１５７ＡのＣボタン６３およびＤボタン６４とが、目盛
表示部９３の受信状態表示領域９３Ｂと第２操作部１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタ
ン６２とが、それぞれ前記仮想線を基準として同方向に設けられればよい。さらに、計測
時間表示領域９３Ａは、９時と３時を結んだ仮想直線を基準として上側に設け、受信状態
表示領域９３Ｂを下側に設けるようにしてもよい。この場合も同様に、第１操作部１５７
ＡのＣボタン６３およびＤボタン６４は、外装ケース３０の上側に設けられ、第２操作部
１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタン６２は、外装ケース３０の下側に設けられる。ま
た、この関係で上下逆でもよい。
　ただし、クロノグラフ機能の操作性を考慮した場合、通常、時計は左腕に装着されて使
用されるので、前記実施形態の各表示領域の配置が最も望ましい。
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